
2当初の研究目的

VLSI技術の進展によるﾃﾞｲｼﾞﾀﾙ回路の高速化･縮小化に伴って､新しい情報ｼｽﾃﾑに

は機能の高度化､大規模化､開発期間の短縮化が要求されている｡そのため､次のような問題

点が起っている｡

･設計･開発の時点で､仕棟の確定しない部分がある｡

●使用環境の変化に伴い､要求仕棟が変更される｡

･処理ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑが解析的･決走的に定まらないものがある｡

･組み込みｼｽﾃﾑを含めて,処理が分散し､移動性が求められる｡

これらの間題点について､これまでに､新しい計算機構を求めて､ﾊ-ﾄﾞｳｪｱ/ｿﾌﾄｳｪ

ｱ協調設計の観点から､可変情報ｼｽﾃﾑの設計と開発の研究を行ってきた｡それにより､柔

軟なｼｽﾃﾑの開発における基本的な間題点を抽出し､ -部を解決してきた.

本研究では､これらの間題点をもつ,より大規模な新しい情報ｼｽﾃﾑの設計に対して､と

くに,ｿﾌﾄｳｪｱの面から研究を進める｡

それには,ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱ(ActiveSoftware)の考えが有効である.ｱｸﾃｲﾌﾞｿ

ﾌﾄｳｪｱは､ ｢仕様や環境の変化に能動的に対応する機能｣を備え､次のような特徴をもつ｡

(a)自分の状況を知る(self awareness)

(b)自分を調整できる(selfregulating)

(c)自分の誤りを訂正する(selfcorrecting)

(d)能動的に移動する(mobile)

本研究では､とくに､特徴(a)と(d)に注目して､次の3つを研究の目的とする｡

(1)ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱの設計と記述:

ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱは､計算状況を監視して,抽出した計算状態に対応した処理をする

ことを基本にして設計される｡これには､ﾊ-ﾄﾞｳｪｱの設計記述と共通した点がある｡逐次

的に関数を呼び出すのではなく,何時､どの関数が起動するかは陽に表されない.そ7)ような

設計法と､それに通した記述法に付いて研究し､その有用性を明らかにする｡これは,人の思

考の過程に良く合っている｡これにより､新しいﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑが開けることを目
指す｡

具体的な間題を取上げて､ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱのｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの開発を進め､新しいｱ

ﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの設計法と､その評価法を検討する｡

(2)ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱの開発環境の構成:

設走したｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱの記述法を実現する言語ﾌﾟﾛｾｯｻを構成する｡記述法が

発展的に変更される可能性があるので､言語ﾌﾟﾛｾｯｻの構成には､ﾌﾟﾛｾｯｻ生成系を準備
する｡

並列性をもつｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱの実行を､これまでのｿﾌﾄｳｪｱで模擬するか､分

散計算環境で並列性を実現するかによって､言語ﾌﾟﾛｾｯｻの出力形態も変わる｡
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ただし､注目している状態を効率良く検出するには､ﾊ-ﾄﾞｳｪｱ回路による機能分担が有

効であるが,本研究の直接の目的には含めない｡将来､本研究の成果を踏まえて､新しいｺﾝ

ﾋﾟｭ-ﾀｱ-ｷﾃｸﾁﾔの統合的な考察を進めることにする｡

(3)ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱを実行する分散計算環境‥
ｱｸﾃｲﾌﾞｿﾌﾄｳｪｱはﾈｯﾄﾜ-ｸ上を自律的に移動して､分散計算環境を有効に利用

する特徴(d)をもつ｡無線LANを介した､小規模な分散計算環墳を構成して､自律的な移動
の判断､移動のﾀｲﾐﾝｸﾞ､通信のﾌﾟﾛﾄｺﾙ,移動先でのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの動的協調結合の方法

を研究する｡それを基にして､大規模な計算環境での,ﾓﾊﾞｲﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ,分散協調ｼｽﾃ

ﾑなどと関連して､新しい自律的な間題解決法へ.と発展させる｡

本研究では､これまでのｿﾌﾄｳｪｱの設計ﾊﾟﾗﾀﾞｲﾑとは違った特徴をもつｱｸﾃｲﾌﾞｿ

ﾌﾄｳｪｱの設計とその開発環境の構築法に関する研究を行う｡それは,ｿﾌﾄｳｪｱの設計

と実装において､ ｢ｿﾌﾄｳｪｱは能動的に動き出す処理の集まりである｣という見方をしてい

る点に特色がある｡人の思考や行動の形態に合わせて､ｿﾌﾄｳｪｱの柔軟性(やわらかさ) ･
拡張性や､信頼性の向上に寄与するものである｡
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